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先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（5月14日現在） 

ＰＣＲ検査実施件数 9421件(前々週＋433) 
 管内陽性件数    111件(前々週＋12) 
 上越市内陽性件数  100件(前々週＋12) 
 陽性率      1.18％(前々週1.10％) 

 地域医療をめぐる

状況はどうなってい

るのか、今後どのようなことが計画され

ているのか、そして私たちの命を守るに

はどんな医療が必要なのかを解き明かす

講演の記録を連載してきました。 

 これらのことは多くの市民の関心の的で

もあります。 

 新日本婦人の会などの市民団体では、こ

れらのことを上越の地に即した形でより深

く学ぼうと、上のような学習会を企画して

います。 

 講師は、元県議会議員で、長岡赤十字病

院の看護師長を務めた竹島良子さんです。 

 大事なことであるだけに、多くのみなさ

んの参加を期待しているとのことです。 
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 日本共産党北陸信越ブロックは16日、田村智

子副委員長を弁士に迎えて、オンライン演説会

を開きました。 

 新型コロナウイルス感染拡大が進む中、田村

氏は入院ベッドの削減を狙う菅政権を批判し、

｢命とくらしを守る政権、新しい政治をつくろ

う｣と語りました。コロナ対策では、大規模検

査、ワクチン接種、事業者支援の３つが緊急に

必要と指摘し、自治体の取組を進める上でも重

要な示唆となりました。 

 各地で合計約6,500人が視聴しました。  

 以上述べてきた国の政策に対して、国民の命を守るには、

公的責任で必要に応じて給付を行う医療･社会保障政策の大転

換が必要です。 

 内閣府が公表した｢国民生活に関する世論調査｣(2019年8月

20日)では、国民の3分の2に当たる7割近くが｢医療･年金など

の社会保障の整備｣を求めており、健康や生活に不安を抱えて

いる人が増加してきていることが明らかになっています。 

 地域医療を支えてきた医療機関は、住民の生活を支える基

本インフラであり、健康と命を守る砦です。とりわけ、高齢

者にとって医療と生活は切りはなせません。 

 一人ひとりの心身・生活の状態に即し、｢生活の質｣｢療養の

質｣を保障する多様な受け皿づくりは、日常生活圏内での〝途

切れない〟医療(介護)サービスのぶ厚い体制があってこそ初

めて成り立ちます。また、住まいの状況を改善することも重

要です。 

 そこで、住民と医療従事者の目線で声を上げ、共同を広

げ、自治体とも連携した国に向けた運動を進めていくことが

求められています。 

 コロナ危機のもとで、国民の生命と生活を守るためには、

新自由主義に固執する政治と政策を転換し、一人ひとりが個

人として尊重され、お互いを支え合う社会をつくることが不

可欠です。その土台となるのは、国の社会保障支出と所得再

分配機能の抜本的強化です。 

 次の点を念頭に、命を支える医療･社会保障を取り戻す運動

を強めましょう。 

 ＃自らの実情、地域の実態を正確に把握する。(事実の重み) 

 ＃言葉を尽くしてそれを伝える。(伝える力) 

 ＃分断されずに、関心を持ち、連携する。(署名の力) 


